


■調合
1. 塗料開缶は原則として使用する直前に行い、開缶したものはその日のうちに使用する
ように心がけてください。

2. 使用する前に電動撹拌機等を用いて十分攪拌を行い均一な状態にして使用してください。
3. 他品種、他品名の塗料との混合は厳禁です。
4. 希釈剤は弊社指定の希釈剤を使用し、希釈量は、規定量内でご使用ください。

■塗装
1. 気温5℃以下、湿度85%以上のときは塗装禁止です。低温時には乾燥遅延となり高湿
度では付着不良や塗膜外観不良が生じやすくなります。

2. 被塗面に結露がある場合や塗装後短時間で降雨、結露が予測される場合の塗装は避
けてください。

3. 被塗物の表面温度が50℃以上の場合は、塗装を避けてください。
4. 被塗面は清浄な状態にしてから塗装してください。
5. 塗装中および塗料の取り扱いには必要な保護具(帽子、ヘルメット、保護めがね、マス
ク、手袋など)を使用し、身体に付着しないよう注意してください。

6. 吸入に関する危険物有害性の表示がある塗料を塗装する場合は、局所排気装置など
を設置し、十分に換気を行い、作業時には有機ガス用の防毒マスクやエアラインマス
クなどを着用して作業を行ってください。

7. 塗装器具の洗浄にはラッカーシンナーをご使用ください。

■緊急時の対応
1. 目に入ったときには、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
2. 皮膚に付着したときには、多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化があ
るときは、出来るだけ早く医師の診察を受けてください。

取扱いに関する一般的注意事項

3. 蒸気、ガス等を吸入した場合には、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
4. 飲み込んだ場合には、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
5. 容器からこぼれた場合は布でふき取り、その布は水に浸した状態で容器に保管して
ください。

6. 火災時には炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてください。

■廃棄
1. 自然発火の恐れがありますので、当該塗料が付着したウエスやダンボールなどの可
燃物、塗料カス、スプレーダスト等は速やかに焼却処分をするか、水に浸してください。

2. 使用済みの塗料缶や塗料が付着したウエスや残塗料を廃棄する場合は、関連法規に
従って産業廃棄物として廃棄してください。（河川や土壌等、環境汚染になる場所へ
廃棄しないでください。）

■保管
1. 残塗料は密封して冷暗所に保管してください。
2. 子供の手の届かない場所に保管してください。
3. 塗料の保管は関連法規を遵守してください。
4. 容器はつり上げないでください。

※安全に関する詳細な内容については、安全データシート(SDS)を参照してください。
※必ず各塗料の個別カタログに記載している注意事項をご確認ください。
※ご不明な点に関しましては、弊社問い合わせ先までご連絡願います。
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